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古典文学

 

平
成
28
年
度

 

城
山
公
民
館
職
員

館　
　

長
（
新
任
）	

小
林　

洋
子

係　
　

長	

岩
田　
　

要

職　
　

員	

平
井　

敦
子

	

赤
羽
喜
美
江

	

岩
本　

友
香

転
退
職
員	

井
澤　

聖
次	

	

栁
澤　

志
織	

▽
第
一
地
区
分
館

分
館
長	

黒
井　
　

昭

分
館
主
事
（
新
任
）	

北
條　

千
秋

▽
館
報
「
城
山
」
編
集
委
員

編
集
委
員
長	

柄
澤　

申
一

編
集
委
員
（
新
任
）	

北
條　

千
秋	

	

荒
木　

建
治

	

角
田　

紀
久

　

真
剣
な
ま
な
ざ
し
、
輝
く
笑
顔
、
響
き
渡
る
声
、
伸
び
や
か
に
動
く
手
足
、
互
い
に
支
え

合
う
言
葉
、
ど
の
講
座
も
和
や
か
で
充
実
し
た
時
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

成
人
学
校
は
、
随
時
、
見
学
が
で
き
、
受
講
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。
ま
だ
、
定
員
に
余

裕
の
あ
る
講
座
も
あ
り
ま
す
。
学
ぶ
楽
し
さ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
是
非
、
城
山
公
民

館
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

29講座
495名

城
山
公
民
館
成
人
学
校
開
校
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実用英会話入門

太極拳
楽しいコーラス

ハワイアンフラ入門 囲碁入門

水彩画初級 盆栽と盆景

たのしいハーモニカ教室

華道初級
謡曲初級

茶道

洋裁初級

平
成
27
年
度 

作
品
展
か
ら

　

成
人
学
校
の
1
年
間
の
学
習
成
果
を
披
露
す
る
作
品
展

（
発
表
会
）
を
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
各
教

室
発
表
に
分
か
れ
て
2
月
に
行
い
ま
し
た
。
心
を
合
わ
せ

て
発
表
し
た
ス
テ
ー
ジ
で
は
さ
わ
や
か
な
風
に
包
ま
れ
ま

し
た
。
努
力
の
実
が
結
実
し
た
様
々
な
作
品
展
会
場
は
達

成
感
の
風
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
お
手
前
や
囲
碁
の
対

極
で
は
、
緊
張
感
と
共
に
和
や
か
な
風
が
吹
い
て
い
ま
し

た
。
そ
の
一
場
面
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
も
2
月
に
作
品
展
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
多
く
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

大
き
な
学
び
を
得
た
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　

 

感
謝
し
ま
す

 

前
館
長　

井
澤　

聖
次

　

生
涯
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
に
親
し
み
、
尊
い
志

を
内
に
秘
め
て
お
ら
れ
る
受
講
者
の
皆
様
。

　

当
代
切
っ
て
の
お
力
を
お
持
ち
の
一
方
、
個
性

的
で
人
間
的
な
魅
力
溢
れ
る
講
師
の
先
生
方
。

　

歴
史
と
文
化
の
息
吹
溢
れ
る
地
域
に
暮
ら
し
を

立
て
、
公
民
館
に
集
い
、
思
い
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
地
域
の
皆
様
。

　

そ
し
て
、
嬉
し
い
こ
と
も
大
変
な
こ
と
も
共
に
分
か
ち
合
っ
て
き
た
、

2
年
間
で
つ
ご
う
7
人
の
職
員
チ
ー
ム
。

　

い
ず
れ
も
、
城
山
公
民
館
で
し
か
出
会
う
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
人

と
の
つ
な
が
り
、
ご
縁
で
あ
り
、
と
て
も
楽
し
く
、
充
実
し
た
2
年
間

で
し
た
。
わ
た
し
自
身
が
大
き
な
学
び
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
、
心
か

ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

 

出
会
い
に
導
か
れ
て

 

館
長　

小
林　

洋
子

　

深
く
広
い
視
野
の
も
と
に
公
民
館
運
営
に
携
わ

ら
れ
た
井
澤
聖
次
前
館
長
よ
り
歴
史
あ
る
バ
ト
ン

を
受
け
継
ぎ
、
４
月
よ
り
館
長
を
務
め
て
お
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
、
学
び
は
人
と
の
出
会
い
に
あ
る
と
常
々

思
っ
て
い
ま
す
。
城
山
公
民
館
で
学
ば
れ
る
皆
様
の
、
嬉
々
と
し
て
凛

と
さ
れ
て
い
る
お
姿
に
、
毎
回
感
動
し
て
い
ま
す
。

　

講
師
の
先
生
方
、
そ
し
て
集
わ
れ
た
皆
様
の
人
生
が
講
座
の
学
び
を

通
し
て
つ
な
が
り
合
い
、
彩
り
を
添
え
、
深
ま
り
を
増
し
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
城
山
公
民
館
か
ら
出
会
い
と
学
び
の
輪
が
、
つ
な
が

り
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
い
、
職
員
と
共
に
は
じ
め
の
一
歩
を
踏
み

出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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断 

層

断 

層

師
範
學
校

（
信
大
）

裾
　花

　川

現在の県庁

筆　者

東京帝大教授大森房吉氏の断層の記録

ひまわり公園断層の崖

シ
リ
ー
ズ 

我
が
町
　
三
輪
田
町
　
区
長　

小
田
切　

實

　

三
輪
田
町

は
大
正
12
年

（
1
9
2
3
）

当
時
の
上
水

内
郡
三
輪
村
が
長
野
市
へ
編
入
合
併
し

た
際
に
行
政
区
の
一
つ
と
し
て
発
足
し

ま
し
た
。
7
年
後
に
は
1
0
0
年
目
の

節
目
を
迎
え
ま
す
。
善
光
寺
の
南
東
、

鐘
の
音
が
か
す
か
に
聞
こ
え
る
場
所
に

位
置
し
、
東
は
柳
町
中
学
校
、
西
は
鐘

鋳
川
ま
で
、
南
は
鶴
賀
田
町
、
北
は
淀
ヶ

橋
に
接
す
る
間
に
あ
り
、
丁
度
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
の
よ
う
な
細
長
な
形
状
を
し
た

町
で
あ
り
ま
す
。

　

メ
ジ
ャ
ー
な
も
の
は
あ
ま
り
あ
り
ま

せ
ん
が
、
強
い
て
挙
げ
る
と
す
れ
ば
当

町
の
生
活
利
便
性
は
非
常
に
高
い
と
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
「
住
所
パ
ワ
ー
」
と
い
う
サ
イ
ト

が
あ
り
、
一
定
の
情
報
を
入
力
す
る
と

全
国
の
住
み
良
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
が
表
示

さ
れ
ま
す
。
当
町
は
A
ラ
ン
ク
に
格
付

け
さ
れ
、
東
京
赤
坂
の
ア
メ
リ
カ
大
使

館
前
と
同
程
度
と
の
事

で
あ
り
ま
す
。
徒
歩
で

30
分
以
内
に
は
小
中
学

校
、
病
院
、
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
等
々
が
あ

り
、
車
が
な
く
て
も
全

く
不
便
を
感
じ
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
近
年
は

マ
ン
シ
ョ
ン
進
出
が
相
次
ぎ
、
現
在
5

棟
目
が
建
設
中
で
あ
り
ま
す
。
か
つ
て

は
少
子
高
齢
化
と
過
疎
化
が
心
配
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
人
口
も
増
え
、

高
齢
化
も
解
消
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

も
「
住
所
パ
ワ
ー
」
の
お
か
げ
と
感
謝

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今

後
は
、｢

住
民
パ
ワ
ー｣

を
高
め
て
い
く

こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
飯
縄
信
仰
の
総
本
山
で
あ
る

飯
縄
山
山
頂
に
あ
る
本
宮
の
分
社
と
し

て
明
治
15
年
に
創
建
さ
れ
た
「
三
輪
田

町
飯
縄
神
社
」
が
ほ
と
ん
ど
当
時
の
ま

ま
の
姿
で
残
さ
れ
、
町
民
の
精
神
的
な

拠
り
所
と
し
て
大
切
に
祀
ら
れ
毎
年
秋

に
は
多
く
の
町
民
が
参
加
し
て
お
祭
り

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
で

も
数
少
な
い
ベ
ン
ガ
ラ
の
朱
色
に
施
さ

れ
た
延
命
赤
地
蔵
尊
が
鎮
座
し
、
他
町

の
赤
地
蔵
尊
祭
り
と
同
日
（
8
月
23
日
）

に
夏
祭
り
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
大
勢
の
参
拝
者
で
賑
わ
っ
て
い

ま
す
。

　

町
は
今
、
古
き
佳
き
も
の

を
遺
し
つ
つ
、
新
し
き
佳
き

も
の
を
受
け
容
れ
な
が
ら
、

み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
を
目
指
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様

の
温
か
い
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

戸
隠
地
質
化
石
博
物
館
　
田
辺
　
智
隆

　

４
月
に
熊
本
県
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
M
）

7
・
3
の
大
地
震
が
発
生
し
、
多
く
の
方
々
が

被
害
に
あ
わ
れ
ま
し
た
。
つ
つ
し
ん
で
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

江
戸
時
代
末
の
弘
化
4
年
（
1
8
4
7
）、

今
回
と
同
じ
よ
う
な
直
下
型
地
震
が
長
野
で
発

生
し
ま
し
た
。「
善
光
寺
地
震
」
と
呼
ば
れ
、

地
震
の
規
模
は
熊
本
地
震
よ
り
大
き
く
、
１
万

名
近
く
の
死
者
が
で
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
地
震
の
傷
跡
が
、
長
野
地
方
裁
判
所

の
東
に
あ
る
「
ひ
ま
わ
り
公
園
」
に
残
っ
て
い

ま
す
。
園
内
に
は
高
さ
約
2
・
5
ｍ
の
段
差
が

あ
り
階
段
が
で
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
善
光
寺

地
震
で
地
表
に
現
れ
た
地
震
断
層
で
、
西
の
旭

山
側
が
隆
起
し
、
東
側
の
市
街
地
側
が
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
段
差
は
当
時
「
床
違
」
と
呼
ば
れ
、
現

在
の
長
野
県
庁
か
ら
信
大
教
育
学
部
へ
と
続
く

こ
と
が
、
東
京
帝

国
大
学
教
授
で
地

震
学
の
権
威
だ
っ

た
大
森
房
吉
氏
に

よ
っ
て
1
9
1
3

年
に
記
録
と
し
て

残
さ
れ
ま
し
た
。

　

善
光
寺
地
震
は

熊
本
地
震
よ
り
規
模
が
大
き
く
、
長
野
盆
地
西

縁
に
あ
る
活
断
層
が
飯
山
市
か
ら
千
曲
市
に
か

け
て
約
40
㎞
が
動
い
た
と
さ
れ
M
7
・
4
だ
っ

た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
断
層
は
長

野
盆
地
を
つ
く
っ
た
活
動
度
の
高
い
断
層
で

す
。
約
30
万
年
前
、
旭
山
の
山
頂
と
長
野
県
庁

は
同
じ
高
さ
に
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
こ
の
断
層
が
何
度
も
動
い

た
こ
と
で
大
き
な
段
差
と
な
り
、
旭
山
が
で
き

た
の
で
す
。

　

ひ
ま
わ
り
公
園
に
残
る
地
震
断
層
は
、
善
光

寺
地
震
の
際
に
地
表
に
あ
ら
わ
れ
た
活
断

層
の
ご
く
一
部
で
す
。篠
ノ
井
や
安
茂
里
、

城
山
、
浅
川
、
若
槻
、
古
里
、
豊
野
地
区

に
も
こ
の
活
断
層
が
地
下
に
続
き
ま
す
。

地
表
に
見
ら
れ
る
ち
ょ
っ
と
し
た
段
差
や

急
坂
は
、
こ
う
し
た
断
層
の
動
き
が
現
れ

た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

市
街
地
の
地
下
に
こ
う
し
た
活
断
層
が

潜
ん
で
い
る
こ
と
を
理
解
し
、
周
囲
の
地

形
を
見
直
す
こ
と
で
、
地
域
の
防
災
力
の

向
上
に
役
立
て
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

連
載
⑥「
ひ
ま
わ
り
公
園
と
活
断
層
」

足
も
と
か
ら
知
る 

わ
が
町
の
成
り
立
ち

足
も
と
か
ら
知
る 

わ
が
町
の
成
り
立
ち
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城山公民館ホームページをご覧ください。  長野市立城山公民館 検索

桜まつりで初担ぎ（箱清水）

ありし日の信州会館（三輪田町）

編
集
後
記

　

今
年
は
例
年
に
な
く
雪
解
け
が

早
く
、
花
が
咲
く
の
も
ず
い
分
と

早
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
城
山
公
民
館
報
「
館
報

城
山
」
の
編
集
は
、
館
長
さ
ん
を

含
め
て
5
人
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
。
私
も
今
年
で
3
年
目

と
な
り
ま
す
が
、
新
た
な
気
持
ち

で
他
の
編
集
委
員
の
皆
さ
ん
と
力

を
合
わ
せ
て
、
よ
り
親
し
み
や
す

い
館
報
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

�

（
荒
木
）

あちこちスナップ

きのうの影踏み	 辻村　深月

わかれ	 瀬戸内寂聴

世にも奇妙な君物語	 朝井リョウ

人魚の眠る家	 東野　圭吾

透き通った風が吹いて	 あさの	あつこ

過ぎ去りし王国の城	 宮部みゆき

砂の街路図	 佐々木　譲

真実の10メートル手前	 米澤　穂信

獅子吼	 浅田　次郎

帰ってきた腕貫探偵	 西澤　保彦

真田歴史読本

アシタノユキカタ	 小路　幸也

新刊図書のご案内
城山公民館図書室

※他にもご希望の本がありましたら、お問い合わせください。

平成 28 年度  地域公民館主要事業予定（4 月〜 9 月）
公民館名 ４月～７月 ８月 ９月

茂 菅 資源回収、体力づくり事業、公民館だより発行　 ラジオ体操、花火大会 敬老会（講演会）

新 諏 訪 町 三世代ペタンク大会、子ども自然体験活動、利酒会 夏祭り

西 長 野 町 教養文化講座、春のペタンク大会 盆踊り 奉納舞台、敬老会

桜 枝 町 資源回収（奇数月） 公民館報発行 敬老会

往 生 地
公民館・公園清掃（4～11月）、春季研修旅行、
ドッジビー･ドッジボール大会、ラジオ体操、
館報往生地発行

お地蔵尊祀り、区民運動会、
市老連健康フェスティバル

三町地口行灯づくり、
「敬老の日」区民の集い、
秋季研修旅行

横 沢 町 横沢町だより（毎月発行）、地区懇談会、
健康麻雀大会（6月）、笠鉾の展示（7月） 健康麻雀大会（8月） 地口行灯づくりと屋外展示

（八幡社祭事に献灯）

立 町 謡曲部（毎月）、資源回収（毎月） 育成部ラジオ体操（8月）

長 門 町 社会奉仕活動（毎月）、ふれあいお茶の会（年４回） 夏休み子どもラジオ体操、
天神社秋祭り

湯 谷 視察研修旅行、湯谷公民館報発行 盆踊り大会 敬老会

滝 館報発行、人権問題研修会 敬老祝賀会

湯 谷 団 地 三世代交流グラウンドゴルフ大会、公民館報発行 長寿を祝う会

上 松 春のレクリエーション、人権の集い 盆踊り大会 敬老祝賀会

箱 清 水 桜まつり、教養講座（手作りうどん講習、ファゴット
の演奏会）、親睦ビーチボールバレー大会 びんずる子ども神輿、夏祭り 長寿を祝う集い

元 善 町 パソコン教室・健康体操（毎月3回）、
仏教講座・長野の観光情報講座・健康講座・環境衛生講座・山門・仁王門周辺清掃（年2～3回）

新 町 納涼パーティー 地蔵盆支援、天神社祭支援 敬老会

岩 石 町 古録神社春季大祭 古録神社秋季大祭、敬老会

淀 ケ 橋 公民館報発行、日帰り旅行

☆第一地区主催参加事業　三世代交流ふれあいハイキング（8月 9日）、各種スポーツ大会
☆第二地区主催参加事業　春季地附山トレッキング（5月 8日）、各種スポーツ大会
☆城山団地ならびに三輪田町公民館事業は、地区行事に移行しました。


